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太陽とは何んなものか 131
例へばρaCI2こいふのは笠化カノレシウムを表はす符號である・
ざころが，ナトリウムは11個の自由電子が二つの内殼を充だ
し，其の1個だけが残ってみるから，即ち軍儂原子であって，
從って，準常の食卓に用ゐられる食盈NaC1を形成する・
　高い温度や，高々の放電の場合には，原子の殻は，最も外側
のものから破れ始め，其の結果，電子の幾つかは逃げ出さうご
する．之れが即ち電難こいふ現象であって，かうして引き裂か
れπ原子の残部を電離した原子ご言ふ・太陽や恒星の内部のや
うな高い温度にあっては，此の電離現象が盛んに行はれてる
る．　（未完）
宇宙論を引込めた
デカ7v　5の話
教授　矢　島　鮎　利
　デカノレトは一六三三年に『宇宙論』（Tr謡e　du　mOIlde）こいふ
講義をまさに出版するSころであった・だが，ガリV6が地動
説の斜めに宗漱裁判に引張り出されたこごを聞いたので，これ
を見合せた・そのなかにはコペノレニクスの宇宙説が書いてある
からである・
　デカノV　1・はコペ7V・＝クス説をその禮系のなかに取り入れ「地
が動くこいふ説がもし誤ってみるならば，私の哲學の基礎もま
把こごこごく誤ってみなければならない・」Sもいった・この書
の出版を見合せた代りに，四年ののち『方法論』一ぐはしく
いへば『科學の理論を正しく導き眞理を求める方法の論』一．
を書いだのである．
　さきに宇宙論を引込めtzこSについて，「方法論」第六部のは
132 一j－th’を引込めたデカル1・の話
じめにおいてかう辮明しみる・
　「三年前に私はこれからの問題を含む講義を書きas　b」まさに
　印刷屋に渡さうSしたのであるが，ある擢力を有する人々が
　ある人（註，ガリVイ）によって唱へられた物理二上の原理
　をごがめたこごを知った・私はその説に從ふのだこはいはな
　いが，しかしそれは宗敏や三家にごつて少しも偏見ではない
　ご思ふ・それゆえ私はもし理性がその眞理なるこごを教へる
　ならば，さういS、こごを書物に書くのをやめる理由はなかつ
　たのである．右の次第で私の書くものも，それは十分氣をつ
　けて謹明をしない意見は用ひないやうにするにも拘はらす，
　栂人かが誤ってみるご唱へないEも限らないEいふ危瞼を戚
　じて來た．このため私はその出版の目論見を攣更するこごに
　しtzのである，云々」
　これによって，この間の事情はほぼ解るのであるが，私はも
少し立入つナこ潰息を知らうご思って，彼の書翰集をひもざいて
見た・それはもちろん，親友メノンぜンヌに當てtz手紙でなけれ
ばならない．メノレぜンヌは彼の先輩，かつ生涯ノ）友であり，何
かを公けにする前に必ずこの友に相談を持ちかけ仁のであっ7Z・
この入はまた物理學者であり，その間の書翰には物理論上の問
題：に開するものも多くある．
　その手紙ごいふのは，例へば一六三三年七月二十二日付のな
かに「私の講義（註，宇宙論）はほこんご書き終り，あEは直
すのこ浮書するだけになりましtz，云々」　こい一．ζ、のがあb，
一六三四年一一月二十日のに「ガyンイが宗教裁判に問はれ誓約
させられすここS，それから彼の地動説は異端の説ごして禁じら
れたこsrをお聞きになったこご＼思ひます．（中略）私は，それ
がこんなに確な，そして明瞭な三明の上に成立ってるやうこも
宇宙の問題に關し敏曾の灌威に封して回護しやうSは少しも思
ひません，云々」ごある・また，同年三月十五日のでも多
少これに鯛れてるるが，一六三六年三月の手紙には『：方法論』
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一のプランが書いてある・
　　ゴペノレニクスは一五三〇年のころ地動読の思想禮系を得たが
一五四C年これを公けにするこごに決め，敬度なる信侶tSして
　これを法王に献ずるこごにしナこ・しかしその著書『天艦の回轄
運動について』が出馬上つtzのは一五四三年子が死んだ後だ
っに．もし生きながらへてゐtzならば，それがまき起し7Zかも
知れない漱義上の野曝のために，ざんな事件が彼の身の上に降
　りか、つて臆すこか，それはわからないのである．
　かのヂヨノvダノ・ブノレノは異端者こして火あぶりの刑に庭；ぜ
　られ，ガソンィは老の身をもって宗教の法廷に引張りだされた。
　それらは學術の殉敷こして歴史のなかに，長く語b傳へられる
　であらう・思ふに，この人たちにおける眞理への情熟は身命を
顧みてみるには余りに強かったのであらう．
　　だが，デカノレトは少しちがふ・「我は考へざるべからす，故に
生きざるべからす」こいつπかざうか，あるひは「馬鹿な奴に
あっちや敵はない」こいったかごうか，それは知らないが，兎．
　に角安全の道を探るこごを考ヘナこ・回避的Sいへば回避的かも
知外しない・ますご敷會なミ“は相手にしなかったのだごいへば，そ
　れもそうである・
　　ガリレイの肯像はたいがい疲勢繋馬しアこ顔をしてみるが，デ
　カノVトのは眼を見張って口を大きく結び，悪くいへば人を食つ
　すZ顔をしてみる，私はそれを連想しないではみられない・、ス虫
　1デンの女王様に招かれてストツクホノンムへ行ったこきも，輻
の五時に起きて講義をするのがひごく辛かったこいふ朝寝坊の・
　デカノレトである．
　　この一挿話は，デカノレトの面目を傳へる上に興味が深いばか
　りではない．コペノVニクス，ブノVノ，ガリレイご並べてみるご，宇
宙論こいふ一つの中心を取り竃いて，そこにはさまざまの入間
　のすがたが思想や寸土や運命の色濃く織りなされてみる・
